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令和５年６月橋本市議会定例会会議録（第２号） 

令和５年６月19日（月） 

                                          

 議事日程第２号 

令和５年６月19日（月）  午前９時30分 開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 議案第７号 橋本市特別職給与条例及び橋本市教育長の給与、勤務時間その他の勤

務条件に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第３ 議案第１号 令和５年度橋本市一般会計補正予算（第２号）について 

日程第４ 議案第２号 令和５年度橋本市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

日程第５ 議案第３号 令和５年度橋本市工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

日程第６ 議案第４号 令和５年度橋本市水道事業会計補正予算（第１号）について 

日程第７ 議案第５号 令和５年度橋本市下水道事業会計補正予算（第１号）について 

日程第８ 議案第６号 令和５年度橋本市病院事業会計補正予算（第１号）について 

日程第９ 議案第８号 市道路線の認定について 

日程第10 議案第９号 字の区域の変更について 

日程第11 議案第10号 伊都郡町村及び橋本市老人福祉施設事務組合規約の変更について 

日程第12 議案第11号 令和５年度橋本市一般会計補正予算（第３号）について 

                                          

 会議に付した事件 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 議案第７号 橋本市特別職給与条例及び橋本市教育長の給与、勤務時間その他の勤

務条件に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第３ 議案第１号 令和５年度橋本市一般会計補正予算（第２号）について 

日程第４ 議案第２号 令和５年度橋本市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

日程第５ 議案第３号 令和５年度橋本市工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

日程第６ 議案第４号 令和５年度橋本市水道事業会計補正予算（第１号）について 

日程第７ 議案第５号 令和５年度橋本市下水道事業会計補正予算（第１号）について 

日程第８ 議案第６号 令和５年度橋本市病院事業会計補正予算（第１号）について 

日程第９ 議案第８号 市道路線の認定について 

日程第10 議案第９号 字の区域の変更について 

日程第11 議案第10号 伊都郡町村及び橋本市老人福祉施設事務組合規約の変更について 

日程第12 議案第11号 令和５年度橋本市一般会計補正予算（第３号）について 
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議員定数１８名 

出席議員１８名 

     １番 森 下 伸 吾 君    ２番 板 橋 真 弓 君 

     ３番 岡 本 喜 好 君    ４番 梅 本 知 江 君 

     ５番 阪 本 久 代 君    ６番 髙 本 勝 次 君 

     ７番 岡   弘 悟 君    ８番 田 中 博 晃 君 

     ９番 堀 内 和 久 君    10番 垣 内 憲 一 君 

     11番 岡 本 安 弘 君    12番 小 林   弘 君 

     13番 田 中 和 仁 君    14番 南 出 昌 彦 君 

     15番 辻 本   勉 君    16番 土 井 裕美子 君 

     17番 石 橋 英 和 君    18番 中 本 正 人 君 

                                           

説明員職氏名 

   市 長 平 木 哲 朗 君  副 市 長 小 原 秀 紀 君 

   教 育 長 今 田   実 君  総 合 政 策 部 長 土 井 加奈子 君 

   総 務 部 長 井 上 稔 章 君  経 済 推 進 部 長 北 岡 慶 久 君 

                      農業委員会事務局長 

   健 康 福 祉 部 長 久 保 雅 裕 君  危 機 管 理 監 廣 畑   浩 君 

   建 設 部 長 西 前 克 彦 君  会 計 管 理 者 大 岡 久 子 君 

   上 下 水 道 部 長 堤     健 君  教 育 部 長 堀 畑 明 秀 君 

   消 防 長 永 井 智 之 君  病 院 事 務 局 長 池之内 正 行 君 

   選挙管理委員会事務局長 藤 岡 栄 次 君  監査委員事務局長 櫻 井 康 雄 君 

   財 政 課 長 三 浦 康 広 君  政 策 企 画 課 長 中 岡 勝 則 君 

                                           

職務のために出席した者の職氏名 

   議 会 事 務 局 長 福 井 直 記    議会事務局次長 笹 山   奨 

   書 記 諸 田 泰 己 

                                        

（午前９時30分 開議） 

○議長（森下伸吾君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は18人で全員でありま

す。 

                     

○議長（森下伸吾君）これより本日の会議を

開きます。 

 本来であれば、本日より３日間にわたり一

般質問を行うところでありますが、６月２日

から３日にかけての大雨により市内各地で多

くの被害が発生したため、市当局には災害対

応や災害復旧に全力を注いでいただくことが

住民福祉の向上につながると考え、議会は、

今定例会では一般質問を行わないことを決定

いたしました。 

 一般質問は、議員が自らの施策方針に基づ

き行政監視、行政提案を行うことにより、市

民全体の福祉向上に資する重要な場でありま

す。しかしながら、一方で、一般質問の通告

に対し、当局では、答弁の作成にあたり、関
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連する資料の収集、作成はもとより、市とし

ての政策、施策方針を明確にするため、市長

及び所管部署との綿密な整理を重ねることな

どをしていることから、通常業務に加え時間

が必要となってまいります。 

 このようなことから、市当局には、一般質

問の対応に係る多大な時間を今回の大雨によ

る災害対応に傾注いただくことといたした次

第であります。市民の皆さまには、何とぞご

理解を賜りますようお願いいたします。 

 市当局におかれましては、引き続き、被災

されました方々への支援と早期の復旧に努め

ていただきますようお願いを申し上げます。 

 この際、報告をいたします。市長から、令

和５年６月14日付、橋総第107号をもって、追

加議案１件が提出されました。議案はお手元

に配付いたしております。 

 以上で報告を終わります。 

                     

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（森下伸吾君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、２番 板橋君、

８番 田中君の２名を指名いたします。 

                     

日程第２ 議案第７号 橋本市特別職給与

条例及び橋本市教育長の給与、

勤務時間その他の勤務条件に関

する条例の一部を改正する条例

について 

○議長（森下伸吾君）日程第２ 議案第７号 

橋本市特別職給与条例及び橋本市教育長の給

与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例

の一部を改正する条例について を議題とい

たします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）おはようございます。

すいません、災害等でお忙しい中、いろいろ

質問させてもらって申し訳ありません。本気

で質問するんで、しっかり答えてください。

よろしくお願いします。 

 まず、根拠というか、ざっくりの金額。こ

れで幾らなのかということですね。 

 あと、ある程度管理職たちのある１件に関

しての責任というかけじめの形を上げてきた

つもりなんであろうという、そこの部分は評

価いたします。別に下げようが下げようまい

が、僕は別に民主主義をもって決めることな

んで、気持ちの部分は一定の理解はしており

ます。ただ、これを上げてくる前に、教育委

員会として、教育部長にお尋ねするんですけ

ども、この議案を上げるまでに教育委員会内

部でどのような整理。今後このように起こら

ないようにいたしますというのは一定どの部

署でもどんな事件が起こっても同じことを言

うんです。そのサイクルに関して、次こんな

ことが起こらないようにするというのは、僕

は100％不可能やと思うんです。というのは、

今までの課題山積であったりとか、適正配置

の係も新しいの、できています。それはそれ

で、未来に向かってすることなんで、否定は

しません。ただ、それをすることによってな

のか、それとも、もともとなのか、僕はもと

もとやと思っとるんですけども、人員が足り

ているのかどうか、職員のオーバーワークが

ないのかどうか、この辺をきっちり整理でき

ているんかどうか。僕は、整理できてないの

にこれを上げてきても、反省の部分とか改革

の部分の本気度というのは感じられないんで

す。その点について、教育部長の見解、数字

と思いの部分、二つお答えください。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 
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○総合政策部長（土井加奈子君）まず、金額

のほうから、私のほうからお答えさせていた

だきます。特別職、市長、副市長、教育長、

３人の給与の減額10分の３の一月ということ

で65万700円になります。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）議員のおただしに

お答えします。 

 まず、人員が足りているかどうかというと

ころですけれども、教育委員会のほうといた

しましては、施設係のほうの負担がかなり大

きい状況で、人員としては増員したいという

ふうに考えているところです。機構改革でま

た対応、そこのところ、教育委員会のほうで

しっかりと検討していきたいというふうに考

えています。 

 そして、今回の条例の議案が上がってくる

前に、教育委員会としてどのように検討した

のかというところですけれども、教育委員会

のほうといたしましても、前々からご説明さ

せていただいておりますとおり、今回の件を

踏まえて、しっかりと再発防止に取り組んで

いきたいというふうなところを教育委員会内

部できっちり協議をし、また、教育委員会の

事務改善委員会を行いまして、各所属長と協

議を重ねて、対策に向けてどのように取り組

んでいくべきかというふうなところを検討し、

今取り組んでいるところでございます。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）気持ち的には答弁もれ

なんですけど、２回目で結構です。数字で言

うたら66万6,666円とかそんな感じやったん

かなと、３分の２なんで、気持ち足りません

ね。別にいいんです。気持ちの部分なんで、

これに合わせにいったんやろうなというのが

あるんで、数字的な誠意は感じます。別にあ

と何千円がどうのじゃなくて、お金を弁償し

たらええんやとかそういう問題ではないんで、

管理職の大事な報酬をカットするということ

の責任を取りにいったという気持ちの部分は

十分理解します。気持ちの部分はね。 

 教育部長にお尋ねします。早い話が、どん

な検討したかというのがもう一つ響かないん

ですね、僕は。この間の臨時文教厚生建設委

員会をさせていただいたときの副市長の答弁

と180度違うように聞こえるんですね、僕は。

こんなことはよくあることですとか、人が足

りてないとか、係長が兼務するとか、どこま

で言うていいか分からへんですけど、人事異

動の後、やっぱりオーバーワークとか、つら

い思いをした人もおるんではないかなと。周

りみんなで助け合っとるんかとかスクラム組

めとんかというのは、もうええかげんにしま

せんか。大事な職員、壊しますよ。たかが議

案審議と違うんですよ。ほんまに議案審議、

議会開会なる前から、せんど教育委員会に通

って、このままではという指摘はずっとして

きたつもりです。議案を上げるまでに何らか

の措置とか形の改革、人員不足って、なぜ文

教厚生建設委員会２回しているのに、統一地

方選挙前と２回しとんのに、なぜそのときに

人員が足りてないんで補強してほしいとか当

局には申し込んどるとか、こうやって言えな

いんですか。ここは教育部長が職員を守らな

あかんのちゃうんですか。僕はこれをきっち

りしないと、教育委員会の改革はなり得ない。

別に、ミスはみんなでカバーすればいい。そ

んなミスしたとかどうとか違うんです。オー

バーワークですよ、人足りてませんよ、こん

なこと起こりますよと、それを言いたいんで

すよ。そこにメス入れてないのに、この議案

を上げてきても、私は納得いかないんですよ。

それについて、ちゃんとお答えください。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）確かに教育委員会
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教育総務課の中ではオーバーワークになって

いるところがございます。そこのところも踏

まえて、しっかりと教育委員会の中で事務改

善、それから機構改革等に向けてしっかりと

した検討をして、職員のほうに負担がかから

ないように、また、職員の補助というふうな

形のところも考えながら、しっかりと対応し

ていきたいというふうに考えています。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）私はまた一月分の給与

削減のことで聞くんですけれども、これはど

ういった場合に削減をしたりとかという検討

をしとんですかね。というのは、結構やっぱ

り市の中でいろんなことって、問題って発生

していると思います、金額の多い少ないじゃ

なくて。そういう話を聞く中で、今回はある

意味職員のミスによってとかってあるんです

けれども、何を基準に、じゃ、この場合は給

料を下げ、報酬を下げようとかというのが根

拠が見えてこないんですけれども、そこにつ

いてお伺いいたします。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）おっしゃっ

ていただいたように、金額が多い少ないとか

というところは、そこも確かにあるんですけ

れども、ただ、今回につきましては、やはり

管理職が一つ大きく関係していたことと、そ

れから社会的な影響が大きかったこと、それ

から一番大きなことは、当該学童保育に多大

なご迷惑をおかけしたというところが非常に

大きな要因であるところやと思います。 

 ですので、こういう場合には減額をしよう

とか、そういう基準というのは特にございま

せん。ですけれども、やはり社会的影響を考

えたときに、特別職のほうから申出を頂きま

して、今回の条例改正になりました。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）社会的影響というのは

分かるんですけれども、例えば、対個人に対

しても過誤納であったりとかって今までもあ

ったかと思います。この方にも迷惑ってかか

っているんですよね。それは表に出れへんか

らというふうに聞こえてしまうんですけれど

も、その辺りについては、いかがですか。一

定、ルールまでつくる必要もないけれども、

ある程度要るんちゃうかなと思うんですけれ

ども、いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）ルール化と

いうのはなかなか難しいかもしれないんです

けれども、その時々によってやはり判断して

いきたいと思っております。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 14番 南出君。 

○14番（南出昌彦君）先ほど来から２人の議

員が質問していると思うんですけど、私、令

和４年度、文教厚生委員会のほうに所属して

いましたんで、いろいろ説明も聞かせていた

だいたんですけども、教育委員会だけの話で

はないんかなと思います。やっぱり会計処理

というか全般の話でありますんで、この議案

を提案される前に、再発防止策ということで

当局はどのように検討を重ねられたのか、そ

の辺、答弁お願いします。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）この後には

なるんですけれども、今回、会計処理全般に

つきましてのミスが重なったところがござい

ます。そこにつきましては、今月末には管理

職に向けての会計の研修を行いまして、また

後日、またそのほかの職員につきましても、

会計関係の研修を行いたいと思っているとこ

ろです。 

○議長（森下伸吾君）14番 南出君。 

○14番（南出昌彦君）文教厚生委員会でお話
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を聞いた中では、やはりシステム全体を改善

する必要があるんかなと私は思いました。そ

ういう意味では、今回議案を提案される前に、

１にも２にもその辺の改善策というのが私は

必要かなというふうに思います。その辺を最

善を期して検討していただいた上で今回の議

案を提案していただきたいなというふうに思

いました。答弁は結構です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今、議題となっております議案第７号

については、会議規則第37条第３項の規定に

より委員会の付託を省略いたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）本議案について、私は

反対の立場で討論いたします。 

 先ほどの質疑にもありましたように、お気

持ちの部分は一定の理解はしております。下

げるのは大いに結構です。ただ、やはり順番

が違う。当事件が起きてから今日まで、どれ

ぐらいの時間がありましたか。どれぐらいの

時間をもって今の形になる検討をしたのです

か。教育委員会にお邪魔させていただきまし

たが、もう忙しくてテンパって、会えない時

期がたくさんありました。意思疎通も取れま

せんでした。これをまず冒頭に申し上げます。 

 その上で、総合政策部長の答弁の社会的な

ご迷惑というか、そういった意味でのことも

理解はいたします。ただ、表に出たからどう

ではなくて、見えてない部分のミスもたくさ

んあろうかと思います。市長も副市長も教育

長も市民のために、福祉のために一生懸命頑

張っていただいているのも理解しています。

ただ、これに対しては、僕は順番が違うと思

います。まず適正配置を行って、職員が頑張

れる形、再発防止の定義をきっちりともんだ

上でこの議案を上げてきてくれたら、私も考

えは違ったのかもしれません。やはり現場の

職員を守る、現場の職員の活性化をする、ミ

スを恐れず一生懸命仕事をする。この定義か

らは欠けていると思います。 

 もう一度言います。順番が違うと思うので、

この議案に対しては、私は賛成しかねます。 

 以上でございます。 

○議長（森下伸吾君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって討論を終結いたします。 

 これより議案第７号 橋本市特別職給与条

例及び橋本市教育長の給与、勤務時間その他

の勤務条件に関する条例の一部を改正する条

例について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸

君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（森下伸吾君）起立多数であります。 

 よって、議案第７号は原案のとおり可決さ

れました。 

                     

日程第３ 議案第１号 令和５年度橋本市

一般会計補正予算（第２号）に

ついて 

○議長（森下伸吾君）日程第３ 議案第１号 

令和５年度橋本市一般会計補正予算（第２号）

について を議題といたします。 
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 これより質疑を行います。 

 便宜、補正予算説明書により歳出から款別

に行います。 

 補正予算説明書令和５年度一般会計補正予

算（第２号）の９ページをお開きください。 

 まず、２款総務費、９ページから12ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、２款

を終わります。 

 次に、３款民生費、４款衛生費、11ページ

から16ページまで、質疑ありませんか。 

 ５番 阪本君。 

○５番（阪本久代君）おはようございます。 

 まず、12ページの在宅老人福祉に要する経

費のところで質問いたします。自動車購入費

が185万7,000円とあるんですけれども、この

自動車は、まず何人乗りを考えておられるの

か。また、この貸出しの規則とかはいつつく

られて、それはどういう形で発表されるのか

お尋ねします。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）ただ今のご質

問にお答えします。 

 検討している車両につきましては、軽自動

車１台ということで、ハイトタイプのワゴン

を考えております。 

 また、貸出規則については、今後具体的に

決まり次第つくっていきたいと思います。現

在、高野口の協議体で移送支援をしたいとい

うところで、これまでずっと協議を重ねてき

ました。先進地を見に行ったり、それからま

た市のほうでも国土交通省のほうに伺いに行

ったりということで、住民主体の移送支援を

協議体のほうでしたいというお声が上がって

おります。それに応える形で軽自動車のほう

を購入させていただいてということで、購入

までにはまだしばらく時間がかかりますので、

その間に協議体の方と市のほうで打合せをし

ながら貸出しの要綱をつくっていきたいとい

うふうに思っています。 

 どういう形で発表するかというところにつ

きましては、また今後、具体的に運行決定日

が決まりましたら、議員の皆さまとかメディ

アの皆さまに周知させていただいて、セレモ

ニーはできるかどうかちょっと分かりません

けれども、どういった形でできるかは今後検

討していきたいと思っております。 

○議長（森下伸吾君）５番 阪本君。 

○５番（阪本久代君）分かりました。今の説

明では、高野口のほうで実際に要望も出てと

いうことだったんですけれども、実際にこれ

が始まったときにほかの地域からも要望が出

たりとか、例えばこの１台でしたら重なって

使えなくなったりとかって、そういういろい

ろ問題が出てくるかと思うんですけれども、

そういうふうなことに、要するに希望がたく

さん出てきたら、この車を増やすとか、そう

いうことも考えておられるんでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）まずは第２層

協議体で合意された活動で、もしそういった

移送支援の要望があるんであれば、今後検討

していきたいと思います。また、高野口の支

援協議体での運行を検証するといいますか、

使用状況を鑑みながら、よりよい運行の方法

とか、それから、当然１台ですので、希望の

時間というのはダブったり、それから距離を

長くしますと走行時間も出てきますので、そ

ういったところは住民の皆さんに我慢してい

ただくというのはおかしいんですけど、時間

調整をしていただくことで、運行体制をより

よくしていきたいというふうに思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 
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 ７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）14ページの001430、下

ですね。新型コロナウイルスワクチン接種に

要する経費なんですけども、５類のほうに下

がりまして、報道等も少なくなりましたし、

危機感という部分ではかなり薄れてきている

と思うんです。マスクも、僕もしていません

けど、つける方とつけへん方はもう自由に個

人で決めてくださいという形になっているん

ですけども、コロナワクチン自体の性質は変

わってないじゃないですか。ということは、

やっぱり高齢者の方とかというのは接種を進

めていかないと、コロナに感染した場合に重

篤化する可能性があるとは思うんですけども、

このワクチン接種に関して、やはり接種人数

が減ってくるという可能性は、大きく目安と

してはそういう感じかなとは思うんですけど

も、コロナウイルスの毒性自体は過去と変わ

らない中でその接種を促していくということ

について、行政はどのようにお考えなのか、

教えてください。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）現在、５月８

日から始まっています春の接種につきまして

は、概ね２万人の接種対象者のうち３割ぐら

いの接種率ということでございます。市のほ

うでは現在、接種の順番が来ました人から接

種券をお送りしています。その中で啓発文書

等を入れまして、接種を希望される方につい

ては申し込んでくださいという形で啓発のほ

うを行っております。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）老人ホームとか、そう

いうケアするところに関してはどのような対

応をされているんでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）老人ホーム等

につきましては、かかりつけのお医者さんが

施設のほうにございます。その方を中心に、

施設の方が希望する方を取りまとめて、市の

ほうからワクチンを持っていかせていただい

て接種をするということになっております。

施設のほうでは接種を義務づけではありませ

んけれども、極力受けていただいて、全員で

守っていくというところもありますので、施

設のほうでの啓発は行っております。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）同じところのワクチン

のことなんですが、いつ頃の開始の時期か考

えておられるか、それだけお聞きしたいと思

います。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）国のほうで現

在示されているのは９月以降ということで示

されておりますが、私どもは恐らく新しいワ

クチンができてこないと接種が始まらないの

かなというふうにも思っています。現在、そ

の件につきまして、国の検討委員会のほうで、

どうしていくかということがもまれています。

ただ、新しい新型のワクチンにつきましても、

どんだけの量が来るかというのも示されてお

りません。そういった不安定な状況の中で予

算を組んでいるわけですけれども、国の動向

を注視しながら、現在の二価ワクチンを使っ

ていくのか、新型のワクチンを使っていくの

か、また本市のほうへどれだけの量が来るの

か、その辺も総合的に考えて開始時期をして

いきたいと思います。 

 今後、国から具体的な開始日について発表

があると思いますので、本市におきましても、

その日に合わせまして、遅れず接種のほうを

開始していきたいと思っております。具体的

には、９月以降となっておりますので、10月

頃かなというふうに思っている次第です。 
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○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、３款、

４款を終わります。 

 次に、６款農林水産業費、７款商工費、15

ページから18ページまで、質疑ありませんか。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）18ページ、観光振興に

要する経費の自転車のところです。質問いっ

ぱいあります。答えてください。 

 まず一つ目が、説明書の中では、ＤＭＯな

ど、などと書かれているんですけれども、こ

のなどというのは具体的にどこを指すのか。 

 あと、これ、委託先及び委託形態、全て委

託形態ですね。経費が今後発生するのか、そ

の際の責任の所在地はどうなるのか。これ、

具体的にお示しいただきたい。 

 あと、せっかく自転車を入れるんで、ある

一定見込みの利用者数等も考えているかと思

うんですけれども、こういったところをどの

ように考えているのか。 

 それに併せて、もちろん修繕費等々発生す

ると思うんですけれども、これも一定の数字

を見ているのかなというふうには思うんで、

そこも教えてほしいです。 

 あと、一番大事なのは、実際需要あるんか

というところで、様々な自治体、いろいろや

られています。遅かったら遅いなりのメリッ

トを示していかないと、よそはこんなやけど、

うちはもっとここまで使えるんやでというと

ころを示していかなあかんのかと思うんです

けれども、そういった部分を含めてお願いし

ます。 

 あと、貸出しの周知方法ですね。特に市外、

県外になるかと思うんですけれども、そうい

った場合、どないするのか。位置情報アプリ

等を用いるのか等も含めてお伺いいたします。 

 あと、その次が乗り捨て。例えば橋本で借

りて、時間なくなったから高野口で返せるん

かとか、逆に、市外またいでもええんかとか、

ＤＭＯやったら市外、かつらぎ町も一緒にや

っているからもちろんいけるんやろうけれど

も、そういったところです。そういうのがも

し無理なんやったら、例えばＪＲとか南海と

連携して自転車を戻せるような体制を取って

いるのか。 

 まずその部分と、あと、１台当たりの単価

も併せてお願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、今回計

上させていただきましたＥ－バイクの活用に

ついては、本市観光振興アドバイザー平野由

香里さん、それから橋本商工会議所を中心と

したサイクリング団体、それからＤＭＯと連

携を取りながら、市内のお勧めスポットであ

るとかグルメであるとか周遊するというよう

なイベントを中心に検討しているところです。

特に、Ｅ－バイクを活用したツアーというの

を当面中心に、２か月に１回程度開催したい

という、そういうことを準備しているところ

です。 

 その中で、今、議員がご質問のあったとこ

ろというのは、主にレンタサイクルをするの

であればというようなところだと思うんです

が、レンタサイクルについては、まずは先ほ

ど申し上げたとおり、グループで活用してい

ただくとかイベントで活用していただくとい

う、そういうところを中心に考えております

ので、レンタサイクルについては年度内に具

体化をしたいということで準備をしていると

ころです。 

 その上でのご質問にお答えさせていただく

んですが、ＤＭＯ等というのは、ＤＭＯを中

心に現在委託先を考えて、なおかつ、その費

用等については、和歌山県下の中で、公益社

団法人であります龍神観光協会、それから新
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宮市観光協会、それから上富田町のクマイチ

というグループで具体的にレンタルが始まっ

ております。そういったところからいろいろ

情報収集しながら、課題も含めて整理をしな

がら考えているところがまず前提としてあり

ます。 

 質問のあった委託経費ですが、こちらにつ

いても、その三つのところから、いろいろ情

報収集しながら、なおかつ、委託先として考

えているＤＭＯと協議をして具体化したいと

いうふうに考えています。 

 見込みの利用者数につきましては、まず龍

神のほうの実績を見させていただきますと、

令和４年度で38台、それから新宮市観光協会

は今スタートしたというところですので、月

20台を見込んでいるというところです。上富

田町クマイチでは、４年度では170台年間お貸

ししたと、そういった実績があります。 

 本市においても、先ほど議員が言われたと

おり、最後でやるというところでいいますと、

より多くの方に活用していただく、それから

利用していただくというのが当然のことであ

りますので、そういったところを具体的に情

報収集しながら制度設計に努めたいと、そん

なふうに考えています。 

 あと、貸出しの周知方法等ですが、制度が

設計された段階で、ＬＩＮＥ＠であるとか、

それから最初に申し上げました観光振興アド

バイザー平野さんの様々なＳＮＳを活用して

の情報発信であるとか、そういったところを

中心に考えております。 

 あと、情報発信についてですが、その後の

位置情報アプリというのは、現在、スタンプ

ラリーというんですか、サイクリングのロー

ドマップの中に、こういったところがＱＲコ

ード等を読み込んで情報を収集したり、また

コース自体をそういったアプリでやっている

というようなところもありますので、そうい

ったところも含めて情報収集して、より注目

されるようなことにしていきたいなというふ

うに考えています。 

 あと、乗り捨て等についてですが、こちら

については、Ｅ－バイクというのは高価なも

のであるので、現状は乗り捨てというのは考

えておりません。ただ、駅前等で、ほかの地

域も含めて様々な活用というのがありますの

で、そういったところについては頭の中に入

れながら検討を行いたいというふうに考えて

います。 

 あと、南海やＪＲとの連携ですが、本当に

橋本駅前を拠点にするというのが、やはり南

海高野線、ＪＲ和歌山線の乗り入れがあると

いうことでございます。制度設計をする段階

でも十分協議をしながら、課題等を整理して

取り組んでいきたいと思いますので、ご理解

いただきたいと思います。 

 バイクの１台の単価につきましては、１台

当たり車体が44万2,000円ということになり

ます。 

 あと、答弁もれていましたが、責任の所在

等については、もちろん市にあると思います

ので、そこについてもＤＭＯと協議を重ねて

いきたいと、そんなふうに考えています。 

○議長（森下伸吾君）８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）別にやることについて

全然反対するものじゃないんですけれども、

せっかくやる以上、やっぱりいろんな方に使

ってもらいたい。今ほかの自治体がやってい

るよりも上をいかないと、結局、ええ武器を

持ってもそのええ武器が眠ったまま終わると

いうのは一番の問題なんで、まず情報発信は

いろいろやってくれると言うんやけども、県

もたしかアプリで、その場所に行ったら即座

に分かるような自転車関係のことをやってい

るし、そういう情報があるからこそ、早め早

めに取り入れていかないと、結局ほかと一緒
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やんとか、後から来たのに思ったより使えや

んやんとならんことだけ願っています。 

 確認したいのは、ＤＭＯがメインでやって

いくんやったら、乗り捨てという言葉はおか

しいかもしれへんけど、橋本で仮に駅前で借

りたら高野口へ返してもええんちゃうかと思

うんですよ。それも今からなのとか、ちょっ

と具体的に煮詰まっていない部分が多いんち

ゃうかなというふうに感じるんですけれども、

今の内容を聞いてたら、ここから先、結構経

費がまたかかってくるんちゃうかなというふ

うな感じもするんですけれども、やはりそう

いったところも、せめて概算でも考えていっ

ておかないと、後から補正、補正とか、新年

度になってまたお金が上がってきましたとい

うのじゃ、せっかくええことをやろうとして

いることが、何か私からしたら、結局これだ

けかかるんかいとかというのはいかがなもん

かなと思うんですけれども、その辺りも含め

てもう一度答弁お願いします。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）議員のおただ

しに答えさせていただきます。 

 もちろん和歌山県全体としてサイクリング

ロード、サイクリング、県として取り組んで

いるという状況があります。県としても最新

のいろんなシステムを構築している中で、本

市においても一部そういったところを既に活

用されているところもありますので、より後

で発信するということで注目されるような、

そういった事業にしたいというふうに考えて

います。 

 レンタサイクルについて、いろいろ制度設

計がまだ具体的になってない、経費において

も具体的になってないのではというようなご

指摘ですが、まずは、先ほど申し上げたとお

り、団体やイベント等での活用を主として制

度をいろいろ考えております。県下で利用さ

れているところのいろんな課題等が具体化さ

れているということを聞いておりますので、

それに合わせてきっちりと制度設計をしたい

と思いますので、ご理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（森下伸吾君）ほかに。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）関連なんですけど、そ

の機種を選んだ理由というか根拠、目的とい

うのを１点聞きたいのと、買いたかったら買

ったらいいのかなと思うんですけど、結局、

何年かしたら費用対効果って求められると思

うんです。委託先がＤＭＯなど、この辺考え

て、ちょっと私の違う観点から申し上げます

と、産業振興基金を使ってますよね、これ。

だから、ＤＭＯといったらかつらぎ町がパー

トナーで、かつらぎ町の町長であったり議会、

観光の担当課は、これをどれぐらい知ってい

るのかなというのも、向こうも何ぼか出して

くれんのかなとか。それは橋本市の事業なん

で、委託先でこれでいいと思うんやけども、

ＤＭＯといったら広域の連携になっとるんで、

当然自転車で高野山を登るかもしれませんし、

そういうこともあるんで、どれだけの自治体

連携できとるんかという質問が一つと、さっ

きの必要性というんかな、なぜ40万円のバイ

クなのか。これが１点目で、さっきのが２点

目。 

 ３点目に、産業振興基金の規約というか条

例がありますよね。今の部長の答弁を聞いて

いたら、これから制度設計とかこれから頑張

りますみたいな、信用しとるんでいいですけ

ど、そもそも産業振興基金って、市民とか事

業者で言うたら、お役人のプレゼンというか

内容を通って、ほんで採択されて補助金つく

わけですよね。これ、お上やったら何でもあ

りなんですかという話なんですよね。これか

ら制度設計するところに産業振興基金を使う
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んですかね。未来に責任持てるんかな。この

辺のちょっと、甘いんとちゃうんかな。産業

振興基金といったら、橋本市、頑張れとくれ

た、ふるさと納税の色が変わったのがこれで

すよね。頑張れよという気持ちに応えようと

しとんのは分かるけど、それやったら、市民

とか事業者とか、産業振興基金を使いたいっ

て一般ユーザーの方が来たときに、期待値で

貸したるんですか、やったるんですかという

ことになってくると思うんです。その点につ

いて、いかがですか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）Ｅ－バイクの

活用事業については、既に九度山町等でもや

られています。ＤＭＯが主体として考えてい

る様々なイベント等についても、当然、橋本

市だけではなくて、九度山町、かつらぎ町、

高野町も含めて調整をさせていただく予定で

す。そういったところで調整も進んでいると

ころです。 

 あと、自転車をこの額というのは、選ばせ

てもらったのは、当然Ｅ－バイク、電気系統

のバイクでありまして、いろいろ情報を聞か

せていただく中で、手頃な価格、具体的な数

字は申し上げられないですが、そういった価

格帯の自転車ですと、やはりバッテリーがす

ぐになくなったりとか、そういったトラブル

が多く発生しているということを聞いていま

す。現在、購入するメーカーとして大手のと

ころ二つ、三つを考えているんですが、そう

いったところが非常にトラブルが少ないとい

うふうに聞いていますので、価格は高等です

が、将来、修理等も含めた中で、この価格帯

のものが一番いいんじゃないかなということ

で提案をさせていただいたところです。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）全ての予算に関わるん

で、これはこの程度にしますけど、やっぱり

議事録に残しておきたいと思って嫌なことを

言うんですけど、責任ですよね。イベント、

平野さんでしたっけ、スポーツバイクという

と、割と体育会系の人で、坂道でもしゅっと

走っていくような軽やかな感じのイメージの

方なんですけど、スポーツを準じることを重

視して観光してくれて、爽やかなイメージで

山岳地帯をＰＲしてくれとる動画も拝見しま

した。この方中心のベースでいくんやったら、

この電動の40万円のやつが必要性なんかとい

うのはちょっと分からない。その後の検討と

して、レンタル用にも使っていく可能性があ

る。機種の整合性というのは、僕の中では取

れていません。 

 だから、未来に対して産業振興基金を使う

という定義、答弁もれになっとるんですけど

も、そこら辺も踏まえた上で、産業振興基金

の約束事の中には３年とか５年とか、費用対

効果であかんだら返金もあり得るわけですか

ら、返金といっても、ほんならＤＭＯが返金

してくれるんですかという。ずーっと駐車場

に置きっ放し、イベントもない、ＤＭＯのビ

ジネスのために購入するとかそういうことで

はないであろうと思うんですけど、そんなふ

うに２年後、３年後なっとったら、どちらが

責任取ってくれるんですかということだけ明

確にしておいてください。お願いします。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）おはようございます。

堀内議員の質問にお答えをします。 

 責任はもちろん私にあります。もうそれは

以前からずっと言っていることなんで、自分

で施策を決めた以上、それをやっていく。 

 そして、今回Ｅ－バイクを買いますけど、

本当は１年前、もっと前からやりたかったん

です。でも、なかなか担当課が動いてくれな

くて、その当時30万円ぐらいで買えたやつが
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物価高騰でここまで上がってきました。それ

でも、３市協でもサイクルマップを実は作っ

てありますし、今回、商工会議所も巻き込ん

で、市全体で、商売人も含めてこうやってい

きましょうという形をまず今回つくっていこ

うかなというふうに思っています。 

 昨日もちょっと国会議員の秘書とお話をし

ていたんですけど、これにＪＲ、今度、社長

も替わられるんで、またそして南海、そして

紀の川市も含めた高野山麓というふうな形で

観光客を橋本市にも来てもらって、例えば来

てもらった人にお風呂に入ってもらうとか食

事をしてもらうとか、龍神の方にも一緒に事

業を取り組んでいただく、伊都、橋本、紀の

川を含めた形、そして上富田の、先日、代表

の方にもお会いしまして、県下全域でサイク

ルを広げていって観光客を集めていこうとい

うふうに今考えて、もっと大きな、部長言う

ているよりも大きなことを今考えていまして、

ＤＭＯにも観光庁の補助金を取っていただい

て、同じようにバイクを買ってもらうという

ふうな方法も考えているところです。健康で

あったり癒やしであったり、この地域って、

高野山もありますし、豊かな自然も多いんで、

そういう一つの観光施策として、このサイク

リングというのを活用していきたいというふ

うに考えています。 

 バイクはちょっと高い。思った以上に高か

ったんですけど、ただ、自転車保険もかけと

かなあかんので、そういうことも含めて、今

まで観光地でない、橋本市ってやっぱり高野

山、九度山町、かつらぎ町に比べて観光地で

はないんで、そういう交流人口を増やしてい

くためにも、サイクルというところを基本的

にスタートさせて、できたら10月にまず橋本

市内でイベントをして、そういう平野さん等

も企画に参加してもらったり、６月25日には

ピンクリボンの紀の川市から橋本市までバイ

クで走ってきてくれるというイベントもあり

ますので、今はどちらかというと紀の川市単

独なんやけど、これを一緒にやろうと。もっ

ともっと自転車で周遊していただくとか、九

度山にも自転車がありますし、そういういろ

んなまちの自転車も使いながら、広くやって

いけたらなというふうに思っています。 

 結構、自転車に乗る人も増えてきています

し、健康志向で、自転車に乗って健康に、疲

れたら、ゆの里でお風呂へ入っていただくと

か橋本で食事をしていただくとか、できたら

たま電車に乗ってもらうというようなことも、

もう広域で観光を考えていく時代になってき

ているのかなということで、今、国会議員の

秘書とも、こういう全体のことを考えながら、

昨日もちょっと打合せをしていたんですけど

も、そういうふうなことをやっていければな

というふうに思います。 

 一つの交流人口を増やすという狙いと、シ

ティプロモーションでこういう楽しい企画が

ありますよというのを広げていきたいという

ふうに考えておりまして、今はまだスタート

段階なんですけども、これをどんどん肉づけ

をしながら、より一層この伊都・橋本地域に

観光客が来てもらえるような、若い人たちが

来てもらえるような、そういう仕組みになっ

ていけばなと。それが移住定住につながって

くれれば一番いいんですけども、そういうふ

うな形を考えておりますので、ご理解いただ

きたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）まず先ほどの、３年間、

逆に、時間があったのに、中身を今から考え

ますということに対して、非常に何か意気込

みというか本気度が感じられないというか、

３年間あれば周りの市から情報収集すること

もできたでしょうし、しっかり自分の中身を
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考える。先ほど、僕が聞きたかったのは、そ

もそもこれ、やる目的って、和歌山県でやっ

ているからやるって、いいんですけども、最

後、市長言われた、最終的に橋本市まで移住

をしてもらうとか促進するとか、橋本市でい

ろんなものを買ってもらって、経済を回した

いんだというところにつなげないと、来ても

らって、サイクリング借りて、ぐるっと回っ

て、そのまま帰りましただと、お金も使わず

に帰りましたとなると何の意味もないという

か、橋本市にとって。橋本市はいいところだ

よ、以上、終わりになる。だから、そこにし

っかり仕掛けをつくって、例えば橋本市にこ

ういう、家が安く買えるんだとか農業体験で

きたとか、そういうところを入れる、もしく

は歴史的な遺産を入れるとか、そういった観

点をしっかり入れるということがまずしっか

り考えないと、それしっかり業務計画に入れ

ておかないと、本当に共倒れというか、イベ

ントを考えていますだけだと、どうもちょっ

と弱いかなというふうに思います。 

 あと、対象年齢なんですけども、これ、同

じバイクを10台買われるのか、それとも例え

ば親子で参加したり、移住定住を目的にする

なら、お子さん方とかが一緒に親子で回れる

ようなバイクは設定をされるのか、もしくは

ご夫婦で、カップルだけで回ってもらうよう

なイメージを考えられているのか、そういう

客層。高齢者とかちっちゃい子は多分Ｅ－バ

イクって難しいかなとは思うんですけども、

どういった年齢の方を対象に、乗れる子です

かね。高校生以上ぐらいからかなとか、そう

いうことがもしあれば、お答え願いたいと思

います。 

 あと、観光振興アドバイザーに関してなん

ですけども、まず１点、市としての姿勢とい

うか、平野由香里さんのフェイスブック、私、

確認させていただいたんですけども、橋本市

の観光振興アドバイザーになっているという

文字が一行も、経歴というか、今こういう役

職をしていますというのはございません。市

として実際お願いをして委託して、していた

だいているので、そういうせっかくＳＮＳ、

そういったことをやられている方なので、し

っかり橋本市の観光振興アドバイザーもして

いますということを書いていただくというか、

そういった努力が必要なのかなというところ

と、あと、彼女のインスタグラムの今の現在

の数、私も正確に覚えてないですが、百五十

何名だったと思うんです。この中で、部長で

結構なんですけど、まずインスタのフォロー

されていますかということを確認したいと思

います。こちらからお願いするということで

あれば、やはり橋本市としても、我々議員も

含めて、しっかり彼女の活動をこちらからも

応援をしていると。こちらも活動をフォロー

して、彼女も橋本市の応援をしてもらう。や

はり相互作用というか、そういうところが今

後大事になってくるんじゃないかと思います

ので、まずはフォローは、最低フォローして

いるかどうかというところをお伺いしたいと

思います。 

 以上ですかね。長々と話しましたけど、よ

ろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、インス

タグラムをフォローしているかということに

ついては、もちろん私はフォローをさせてい

ただいています。 

 それからあと、ご質問いただいた中に、最

後は移住定住につながるような取組みをとい

う前提の中で、サイクリングのイベント等を

組んだ際には、そういった利用される方には、

ふるさと納税のパンフレットであったりとか、

それから議員のおただしがあった移住定住、

それから橋本市で子育て施策も含めてこうい
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う取組みをしているということをきっちりと

併せて情報提供をさせていただくような、そ

ういった連携が必要だというふうに考えてい

ます。それについても具体的にしていきます。 

 あと、対象に考えているのは、現在は、Ｅ

－バイクということで、かなりのスピードが

出ます。家族等のイベントの際には近隣の、

近場を周遊するとかそういった活用も含めて、

子ども用のＥ－バイクというのは現在考えて

ないんですけども、そういった自転車を活用

できないかも含めて考えていきたいなという

ふうに思っています。 

 あと、平野さんのいろんな情報周知につい

ては、事務的にもう一度相談させていただい

て、本市アドバイザーになっていただいてい

ることも含めた情報発信をお願いしたいと、

そんなふうに考えています。 

○議長（森下伸吾君）ほかにございませんか。 

 ７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）Ｅ－バイクに関しては

僕もあまりよく知らないので、有意義に活用

していただいたらええんかなと。とても高価

なもんやし、きっと高いものはいいもんやろ

うなという何となく日本人的な気持ちが働い

とるんですけど、僕、ちょっと２点気になっ

たんですけど、パッケージでどう考えていく

かという件については、今の３番議員のお話

と、市長からもこういうふうにしていきたい

というお考えを頂いたんで、それはこれから

考えていっていただければいいかなと思うん

です。 

 ただ、１点気になるのは、Ｅ－バイクだけ

じゃなくて自転車に関してなんですけども、

橋本市、これ、自転車のお話というのは同僚

議員何人からも以前からお話は出ていたんで

すけども、そのたびにやはり一番気になるの

が道路事情なんですよ。自転車が走れるよう

な道路というのが基本的に僕は少ないと感じ

るし、サイクリングロードは別として、これ

を借りてパッケージするときに、限られた方

のコースとか、それの安全性をどうやって担

保していくかというと、やはり道路事情って

すごい大事になってくると思うんです。 

 僕も、とある期間１週間、自転車に乗った

んですけども、頑張って乗ったんです。市内

１周かなりしたんですけども、やはり走って

いたら、すごく怖い。正直な話。もう車と歩

行者の間に挟まれるんで、非常に歩行者にも

気を遣いますし、車にも気を遣うし車のほう

にも気を遣わせているんかなというような状

態になるんです。 

 そういった中で、こういった観光施策とか

を進めていくにあたって、やはり行政という

のは、道路に関しても何らかの形で手を加え

ていかなければいけないと僕は思うんです。

それに関しては、もちろん市道の場合は市が

単費でやっていかなあかんのですけども、国

道やとか県道に関しては国や県が関係してい

るんですけども、こういった事業を進めてパ

ッケージをつくっていく以上、その辺は県な

り国なりにある程度のお話をして、道の改善

とかは考えておられるのかどうか、その１点

をお聞きいたします。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）岡議員の質問にお答え

します。 

 今ちょっと考えているのが、京奈和のとこ

ろを自転車を走らされへんかなということで、

今これも国会議員と、こういうこともやった

らどうよという話を昨日頂いて、国が認めて

くれるかどうかが。結構、関西ばかりそうい

うサイクル道路というのをやっているらしく

て、ほかの地域はあまりやってないみたいな

んです。そこをいっぺんチャレンジしてみよ

うかというふうに今、思っています。 
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 もう一つはサイクルトレイン。ＪＲと南海

に、この間南海の社長に、来てくれたときに

は、ちょっといっぺんサイクルトレインって

やってくれへんかなという話はさせてもらっ

ていて、ＪＲも今度、和歌山支社長が替わら

れるんで、それで一度来てもらえるようにセ

ッティングしようかなと思っていて、ＪＲで

もそういうサイクルトレインで家族で来ても

らうとか。やっぱりＥ－バイクは子どもは無

理やと思いますし、そういうところも含めて

やっていきたい。 

 そして今、結構走っているのが、フルーツ

ライン。あそこ結構、紀の川市まで行って降

りているサイクリングしている人たちが多い

みたいで、そういうところとか、紀の川の河

南道路が道ができていますから、そういうと

ころをうまく活用しながら。国道は私も、車

を運転しとってもやっぱり怖いんで、あの子

らよけてくれへんので、そういう問題もある

かなと。できるだけ安全性の高いところを走

っていくような、せっかく県も紀の川沿いを

整備してくれてあるんで、そういうところを

うまく活用しながら走ればええのかな。やっ

ぱり南側に結構豊かな自然であったり、そう

いうところも多いんで、そこはまた、この橋

本・伊都管内であったり紀の川市であったり、

そういうところで何とか安全な。やっぱり安

全な走行をしてもらわんと困ると思うんで、

そういう方向に持っていけたらなと思ってい

ます。 

 ３年間はコロナでとにかく中止ばかりで、

計画も、実はサイクリング、何周年か忘れま

したけど、記念にマップを作って、３市協で

も走らそうかという話もしていたぐらいなん

で、今後そういうところも連携をしたいと思

います。今まで止まっていたやつをどういう

ふうに動かしていくのかということがやっぱ

りこれからの課題で、自粛自粛ばかりやった

部分を、ただ、ちょっとコロナが増えてきて

いるのが内心心配しているんですけども、そ

れでもやっぱり元に戻していくような、そう

いう取組みで。 

 岡議員言われるように、やはり安全に走っ

てもらうというのが何より大事かなというこ

とで、サイクルトレインであるとか、そうい

うものをうまく活用しながら、より安全に、

そして家族連れでも来てもらえるような、そ

ういうふうに進めていけたらなと。 

 ちょっと京奈和の話は先走りましたけど、

今これから交渉していこうと思っていますの

で、またその節には議会の皆さんにも協力し

ていただけたらなというふうに思いますので、

よろしくお願いします。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）市長、ありがとうござ

います。いろんなパッケージ、市長も考えて

くれているし、安全性、安全面についても最

大限配慮していただけるということで、それ

に関しては物理的なことなんで、どこまでや

ってもということはないので、できる限りや

っていただきたいということと、あと部長、

今、市長おっしゃられたみたいに、いろんな

パッケージを考える中で、やはりそのコース

になっている地域の眠っている観光名所とか、

あと商店とか、そういったものをどういうふ

うにパッケージに組み入れて、その地域自体

にお金を、先ほど３番議員もおっしゃってい

ましたけども、地域にお金を落としていただ

けるかということも踏まえてパッケージとし

て考えていただければ。みんな楽しく遊んで

帰って、地域の方もそれに参加できるという

形が一番の橋本市にとってもプラスだと思い

ますので、その辺のパッケージをまた担当課

で、コースを決めるときに、このパッケージ

はここにつくっていくというのをちゃんとピ

ースピース当てはめながら考えていただきた
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いと思います。これは答弁要らないんで、ま

だ先の話なんで、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）今のところで同じこと

なんですが、私、知らないので教えていただ

きたいんですが、ロードコースで休憩のトイ

レの整備なんか、ちょっと気になって、でき

ているようなコースになるのかどうか、それ

をお聞きしたい。 

 もう一点、16ページの農業振興のところな

んですけども、これ、説明を読みますと、現

在、信太地域で活動を行っている地域の魅力

アップの取組みを推進すると書いているんで

すけど、芸大なんかいろんな取組みをやって

いるんですけど、現在、到達といったらオー

バーやけど、現状どこまで芸大の皆さんも協

力していただいて、どんなふうな活動をされ

て、簡単に、到達というか状況を教えていた

だきたいです。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、トイレ

の件なんですが、いろいろ情報を聞かせてい

ただいていますと、サイクリングを利用され

る方のトイレというのは、本当にコンビニ等

を活用するということが非常に多いというふ

うに聞いています。もちろん、本市にありま

すサイクリングコースの中にもトイレ等があ

る場所、もちろん公で、公民館等も含めたト

イレの位置表示というのはさせていただいて

いるんですが、新たに自転車を利用される方

にトイレを設置というのは、そういうことは

現状では考えてないというところです。 

 それから、二つ目の質問のところですが、

こちらについては、高野口・信太地区で今現

在、地域活性化をするということで、信太地

区振興協議会というのを設置しております。

その中で、令和５年度の事業として具体的に

したいということで今回予算を計上させてい

ただいたんですが、具体的に申し上げますと、

地域づくり、先進地の視察を行いたい。こち

らについては、信太地区の出身の方が本当に

自分たちのまちの中をあんまし認識してない

なというようなことがアンケートを取るよう

な中で分かってきました。もっと地元住民が

自分たちのまちを大事に、地域を大事にしな

ければならないなというところで、そういっ

たいろんな事例をまずは聞かせてもらうとい

うところ。 

 それから、信太地区振興協議会の中には魅

力アップ部会という若い年代の方が構成する

部会があるんですが、その中で、いろいろ地

域の方や市内の在住の方、行く行くは県外か

ら来られるような方を対象に、いろんなイベ

ントを実施したいと。既に嵯峨谷においては

嵯峨谷ハイキングという信田地区全体で取り

組んでいるものが、毎年恒例で11月３日に開

催させていただいているんですが、そういっ

たことであるとか、あと、移住者が徐々に増

えている地域でありますので、そこの中で、

地域の方が非常に得意とする、例えば柿の葉

ずしであったり草履作りであったり、そうい

ったところを事業として具体化したいという

ようなことも考えています。 

 議員のおただしには大阪芸術大学の関わり

というご質問でしたが、ついこの間も担当者

が芸大のほうに打合せに行かせていただいて、

ポスターでの協力であるとか、それから様々

な事業への参加であるとか、そういったとこ

ろを相互に協力をお願いしているところです。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ３番 岡本君。 

○３番（岡本喜好君）先ほど嵯峨谷の話が出

たんで、ちょっと観光振興でご質問というか、

私もこっちに来て今、半年なんですけども、
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各地区をどういう歴史があるのかなと調べて

きました。そのときにやっぱり一番使うのは、

別に橋本市のホームページを見て地域を調べ

るんじゃなくて、例えば嵯峨谷という地域が

あったら、ウィキペディアを皆さん見ると思

うんですけども、今どういう状況かご存じで

しょうか。何も出てきません。というよりは、

東京のおそば屋さんが出てくるんです、嵯峨

谷という。結局、嵯峨谷の地域の方にお話を

聞くと、「ここは嵯峨天皇の関係者が来られて、

そこから名前が来ています」ということで、

かつらぎ町のほうにも嵯峨谷の名前を使った

りとか、おそば屋さんで名前を使いたいとい

う方がやっぱり実際おられるわけですよね。

実際、じゃ、本家本元の嵯峨谷にはというと、

何も出てこない。谷奥深とかも谷奥深ファー

ムが出てきますけども、地域に関するそうい

う言葉は出てこない。観光振興、観光振興で、

実際、橋本市の管轄ではないので、ウィキペ

ディアはですね。どうかというところはある

んですけども、そういうところに対してしっ

かりと、ネット社会なので、橋本市の魅力を

しっかり伝える、ありとあらゆる手段はやっ

ぱり使っていく。そういったことを取り組ん

でいくことに関して、今後の施策としては、

そういう見解はどうお考えでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）昨年度、本市

シティプロモーション計画を作成した中で、

本当に行政からの情報発信が弱いというとこ

ろが大きな課題となっています。議員が今ご

提案いただきましたウィキペディアでも、確

かにそういったところの表示がありませんで

した。かといって、私たちが知らない間に自

然とできているというようなことも見受けら

れました。実際、私もほかの文言を検索する

と、あれ、こんなん知らん間にできているわ、

いろんな情報を掲載されているわというよう

な認識を持ったところです。 

 やっぱり主となるところの情報発信という

のは市が意図的に意識を持ってやらないと、

自然発生は起こらないと思いますので、そう

いったところも含めて、シティプロモーショ

ン計画の、今年度はそれをより具体的にする

という計画でおりますので、議員提案いただ

いたことも含めて検討していきたいというふ

うに考えています。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 10番 垣内君。 

○10番（垣内憲一君）今、部長おっしゃって

いた橋本市をＰＲするって、それって、別に

今日からでも僕、できると思うんですよ。そ

んな難しいこと考えらんでも、橋本市をもっ

と有名にしたいと思うんやったら、そんな深

く考える必要はないと思うんやけども、今日

からしますでええと思うんやけど、僕は。ど

うでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）議員おただし

のとおりだと私も思っています。職員も個々

ＳＮＳ等、それから市のフェイスブックでも

市長の行動記録というのも掲載されている中

で、市内でいろんなイベントが開催されてい

る、情報発信も行っているところです。職員

一人ひとりがより意識を持って情報発信する

ということは非常に大事だと思いますので、

そのように努めたいと思いますので、ご理解

ください。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、６款、

７款を終わります。 

 次に、８款土木費、９款消防費、17ページ

から22ページまで、質疑ありませんか。 

 ７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）簡単なことなんですけ
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ど、20ページの002531公園管理に要する経費

の１節の報酬で会計年度任用職員報酬、これ、

会計年度任用職員は仕事内容、何されている

んですか、お教えください。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）お答えします。 

 会計年度任用職員がまちづくり課には３名

おるんですけど、そのうちの１名分の追加と

いう形になっております。業務内容は、公園

管理に要する業務になります。全般にわたる

んですけど、現場に行くこともあれば事務も

行うこともありますし、全般ということにな

ります。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）実は、この質問をした

くて、振りで質問させてもうたんやけど、杉

村公園、僕、家、隣なんで、いつも杉村公園

が家から見えるんですけども、昔は杉村公園

って、たくさんの市のアルバイトやったんか、

僕はその辺、子どもやったんで記憶はないん

ですけども、僕が小学生に上がるぐらいまで

は、杉村公園の中で住んでいるおっちゃんも

おったんですよ。ちっちゃい家で、２人ほど

おられたかな。毎日、駐車場の横にちっちゃ

い小屋がありまして、そこにおじいちゃんと

おばあちゃんが集まっていて、中でお花の手

入れしたりとか木の手入れとか毎日されとっ

たんですよ。そのおかげで、杉村公園ってす

っごいきれいだったです。正直な話。花はす

ごいし季節季節すっごいお客さんも来てたし、

遠足も来てた。 

 これ、前もお話しさせてもうたんですけど、

今日ちょっと僕、気になったんで言いたかっ

たんですけど、実は、先月の終わりか半ばや

ったか記憶ないですけど、僕、杉村公園の新

しくできたトイレでちょっと用を足していた

んですけども、そしたらおばちゃんが声かけ

てくれて、「この辺でご飯食べるところないか

な」と聞かれたんですけど、この辺はないよ

という話はしていたんです。その話はちょっ

と別としてね。「私、何十年かぶりに杉村公園

に寄せてもうたんです」という話をされてい

て、「ヤマユリがすごいきれいで、あと、お花

もすごいきれいやったから、もう一回行きた

いとずっと思っていて、今日それ、かなった

んや」と言うて、３人ぐらいのおばさんが僕

のところに寄ってきて、ちょっと世間話して

いたんですけど、「どうですか」と聞いたら、

「お花が減って残念やわ」というのを一言言

うて。「この辺はコンビニまで歩いたら15分ぐ

らいかかりますよ。乗せていきましょうか」

と言ったんですけど、「歩きます」と言って歩

きはったんですけど、そういった方がやっぱ

り多いんです。 

 この臨時、年度のこういう方たちに花の作

業をしてほしいとかしてくれとかいう話じゃ

なくて、予算の関係もあるし、人間の関係も

あるのは分かるんですけど、これから公園事

業を考えていくにあたって、人、あと手間、

お金と考えたらやっぱり。近隣で一番近いの

は錦織公園かな。規模的に言うたら錦織のほ

うが大きいんですけど、錦織の場合は駐車場

とかで料金を頂いているというのもあって、

それがどれだけの足しになるかは別として、

やはり費用対効果も考えながら公園事業って

していかなあかん時代になってきとると思う

んです。僕、何でこれを言うかというと、そ

れをしないと、杉村公園の魅力がどんどんど

んどん失われていくと思うんです。 

 お花、皆さん、１回行ってくださいね。と

ころどころに、階段のところにアーチがある

んですけど、あのアーチ、何か知っています

か。あれ、うんていちゃいますよ。子どもの

ときはうんていみたいに遊んでいたけど、あ

れ、バラのリングというか、バラを巻いてい

って、バラの入り口をつくる用にあの鉄がこ
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うなっとるんですよね。何でこれ僕が知って

いるかといったら、ちっちゃいときは、あそ

こ、バラでいっぱいやった。もうバラが巻き

ついて巻きついてね、すごかったんですよ。

でも、それもいつの間にかなくなってしもて

という状態になって、鉄だけ残っとるという

状態になっとるんです。 

 やはり杉村公園とか、ほかの公園も有名な

ところありますけど、これから手をかけてい

くにあたって、そういった部分も考えていっ

ていただきたいと思いますので、ええ機会や

ったんで、これはもう要望でとどめますけど

も、そういう部分もこれから公園事業につい

て考えていただけるよう要望して、この質問

を終わります。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、８款、

９款を終わります。 

 次に、10款教育費、21ページから22ページ

まで、質疑ありませんか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）細かいことですいませ

ん。22ページ一番下、3208備品購入ですね。

これは何かだけ教えてください。 

○議長（森下伸吾君）教育部長。 

○教育部長（堀畑明秀君）これは紀見北地区

公民館のエアコンの購入費でございます。紀

見北地区公民館の研修室のエアコンが老朽化

で壊れましたので、その取替えの備品購入費

でございます。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、歳出

を終わります。 

 引き続き、歳入に入ります。 

 ５ページをお開きください。 

 歳入全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、歳入

を終わります。 

 それでは、歳入歳出全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）18ページの、先ほどは

観光振興のほうで質疑させていただいたんで

すけど、ちょっと忘れていまして、その下の

2111やどり温泉ですね。委託料400万円なんで

すけど、今まで予算委員会、決算委員会でけ

んけんがくがくやってきた中で、否定とちゃ

うんですよ、肯定ですよ。委託料、安過ぎる

ん違うの。今回いろんな諸事情、社会情勢が

あって、電気価格、高騰しとる。こういうこ

とも踏まえての話とか、いろいろあろうかと

思うんですけども、あそこの土地でオール電

化ということで、今の市長じゃないので、前

の市長のときに議会が議決してつくったもの

ですから、継続してやっていかなあかんとい

う責務は分かるんです。ただ、やっぱり一定

のところで、委託業者がずるくないし、頑張

っているし、考えらなあかんところに来てい

るんとちゃいますかというのは二、三年前か

ら申し上げとるところで、追加追加で徐々に

上げていくといったら根拠が分からんのです。

今がこんだけマイナスやからこうやじゃなく

て、委託業者にも利益を取ってもらわんと、

従業員の給料であったりとかそういうことも

あろうかと思いますし、行き帰りのガソリン

代もそうですし、いろんな諸事情を考えた上

で、この400万円という金額がどこにどう当た

るのか分からないですけど、どういうふうな

内訳なのか、今後どうしていくのか。これは

ちょっと考えやんと、もう、やどり温泉がで

きて10年ぐらいになろうかと思うんです。ど
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っか壊れてきます。今日は災害の関係でも、

次、商工費で、やどり温泉ってまた出ていま

すよね。これもまた温泉の関係なんかなと思

う。これとそれとは別なのは分かるんですけ

ど、今後ここの頑張っている事業者に対して、

本市の姿勢として、どのようにお考えなのか、

見解をお伺いいたします。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）やどり温泉に

ついては、議員の皆さんからも本当に支持を

頂いて、頑張っておるというふうに、応援し

ていただいていると、そんな認識でおります。

そういった中で、市としても、しっかりとや

っぱし事業を継続してもらいたいという思い

は強く持っています。 

 令和２年９月にこの指定管理を募集した際

に、上限額を1,000万円という形で募集をさせ

ていただきました。事業所から提案があった

のが、600万円で行います。その他については、

自分のところの、例えばおかん’Ｓ ＣＡＦ

Ｅであったりとか、そういった自主事業で補

っていきますという、そんな話でありました。 

 今回400万円を計上させていただいたのは、

まさしく今、電気代が非常に高騰している中

で、そういった補填がなければ事業としては

続けられないという、そういった強い要望が

ございました。私たちとして、電気代の高騰

した推移であるとか、それから使用料、それ

からお客さんの入りとかそういったことも判

断して、なおかつ、オール電化というところ

がありますが、例えば、お湯を沸かすところ

だけは軽油や重油等が活用できないかも含め

て事業所の中でも検討したんですが、新たな

機器を導入するよりは現状のまま活用しては

いいのでないかという、そういったアドバイ

スがあって今回提案させていただいたという

ところです。 

○議長（森下伸吾君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）堀内議員の質問にお答

えします。 

 既に修繕が、やっぱり温泉のポンプ等でも

しょっちゅう修繕費が必要になってきていま

す。私も紀伊見荘という非常に赤字を抱えた

理事をしていましたので、私は木下市長には、

あんなんつくったらあかんよというのを申し

上げてきました。出来上がってしまって、ま

ず最初、就任して思ったのが、ここでは絶対

にもうからないという結論を持っています。 

 これ以上修繕費が大きくなってきますと、

1,000万円では収まらない。逆に1,500万円、

2,000万円と、時間が過ぎていきますと、もっ

とかかるようになってくると思います。秘境

と言いながら、あれは近代的な建物で、秘境

の温泉場ではない。そしてタンクが丸見え過

ぎるという、そして20人ぐらいしか泊まれな

いということになれば、やっぱり採算は、今、

支配人は大分頑張ってはくれていますし、た

まゆらの里の支配人にもいろいろ指導も受け

ています。ただ、どこかで厳しい決断をしな

くてはいけないときが来るのかなと。ただ、

起債を使っていますので、そこのところも、

起債の補助金の返還の対象が関係なくなった

ら、譲渡するか廃止してしまうということを

現在考えています。 

 今、本当に支配人、よく頑張ってくれてい

ます。彼にも言いました。「600万円でもうか

るわけないやろう」と。支配人には、「おまえ、

経営者になれよ」と去年も言いました。よう

やくそこを理解もしてくれて、これから多分、

次回の更新では1,000万円以上の数字が出て

くると思いますし、うちも修繕費がやはりか

なり出てきていますので、これを今後どう考

えていくのかというのは考えていくべきだな

と思っています。補助金の返還の問題もあり

ますから、そこも含めて、いつまでやるかと
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か、台風が来たら通行止めになってしまうし、

宿泊者の安全というところも考えとかなあき

ませんし、今回の雨でも完全に通行止めにな

って、３人ほど帰られへんこともありました

から、その辺も含めて、これからまた一つの

検討課題として取り組んでいけたらなという

ふうに思っています。 

○議長（森下伸吾君）９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）何か今日、ええ感じで

すね。何かすごい今日、入ります。僕も、タ

ンクが見えとって、秘境とかああいう田舎、

自然、うんとちょっと思っとったんですよ。

これ言うたら怒られるんかなと思ったけど、

市長が言ってくれたんで、同じ認識なんで、

何かよかったと思います。 

 ただ、やっぱり今までどれぐらいランニン

グコストがかかっとるか、価格高騰も踏まえ

て、今、市長、検討してくれると言ったんで、

担当課の皆さんに、このマイクを通じて後ろ

で聞いてくれとると思うんですけど、毎年ど

れぐらいの修繕費が要るか、平均。価格高騰、

下がらないと思います、燃料費。あとどれだ

け足していかなあかんのか。やっぱり市長が

言われるように、経営者、頑張っとんで、君

たちはもうちょっと利益を考えなさいという

ことも踏まえたら、年間どれぐらい。今1,500

万円と簡単に言うたと思うんですけど、試算

はされてないと思うんです。だから、あとど

れぐらいの期間あれをやっていただくのかと

か、高野山につながる大事な１本の道でもあ

りますし、その辺を踏まえて検討して、また

個々に聞きに行くので、また教えていただけ

たらと思います。もし分かれば、経済部長、

答弁ください。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）平成27年度か

らですが、令和４年度まで含めたやどり温泉

の修繕費の総額が、細かいのも合わせてです

が、26件ありまして、総額2,051万5,260円と

なっています。今年度末ぐらいから来年度以

降についての募集を行っていく中で、先ほど、

令和２年９月の際は1,000万円を上限にとい

うお話がありましたが、そういったことも含

めて上限額をまた検討したいと、そんなふう

に考えているところです。 

 今後、定期的に修繕するものも含めて、い

ろんなものが発生してきます。やはり、そう

いったことも含めて予算をきっちりと計上さ

せていただいて、最終的に、先ほど市長が言

われたことも含めて、担当課でも資料をいつ

でも出せるように準備をしたいと、そんなふ

うに考えております。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 15番 辻本君。 

○15番（辻本 勉君）10ページのところの

000236自治会に要する経費というところなん

ですけども、集会所の新築改修補助金なんで

すが、これ以前も申し上げたことあると思う

んですけども、住民自治から言いますと、地

域の集会所というのは大変大事なものだと思

うんですけども、現在の要綱からいきますと

何も間違ってないんで、いいんですが、一定

財政力のある自治会というのは新築をされた

り改修も何回もされていっとるんです。そう

いうところに補助金がついていっとる。これ、

国とかの補助金だったら僕、何も言いたくな

いんですけども、コミュニティ助成事業はあ

れですけども、集会所の改修関係については

一般財源が使われておりますよね。今回も476

万7,000円という形で、これ一定、特定のとい

いますか、財政力のある自治会が申請が上げ

てきて出していっとるということなんで、な

いところは全く集会所も建てられないような

状況にある区もあると思うんです。財政力の

あるところは、町内会ごとに集会所を建てて

新築補助金をもらって、新築したらまたいず
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れ改修せなあかんから、改修補助金をもらう。

これ、市民の税金の観点からいくと、あまり

にも偏りすぎるんでないかなと思うんです。 

 今の規定からいくと、これでやむを得ない

部分があるんですよね。そうでしょう。そし

たら、そういう財政力のあるところに対して

も同じように幾つもこれ、悪いんですが、改

修の上限が50万円ということになると、450

万円出すということは９箇所、一つの区で改

修するわけでしょう。よう考えたらね。ほな、

全く集会所も建てられない区があって、補助

金をもらわれない、そういうところはどうな

るんです。これ、市の一般財源でこういうこ

とをしとるんやったら、もっと見直しをして、

きちっと上限というか回数制限するとか、い

ろんなことを考えていかんと、区の所有とな

れば、区の中の町内会の集会所でも区の所有

ですわ。すると、区に一つしかない集会所、

自分のところ、うちの区は１個しか集会所が

ありませんというところと全然意味合いが違

ってくるでしょう。区の集会所という観点か

らいくとね。 

 そやから、この辺もう少し、今のところ、

予算については、これはもう今の交付金要綱

に基づいて出しているんで、どうのこうのと

いうわけではないんですけども、今後この辺

を考えていかんと、公平性に欠けるんではな

いかなと思うんですよ。ほんで、やっぱりも

っと財政力のないところについては、もう少

し補助金の率を上げてやるとか、こっちの何

回も出しているところのやつを減らしてでも

こっちに回してやるとか、何らかの方法を考

えられるんで、この補助金交付要綱をこの際

十分検討していただいて、見直しをするとい

うことの要望だけなんですけども、すいませ

んが。 

○議長（森下伸吾君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）ありがとう

ございます。下のほうの集会所の新築改修の

補助金につきましては、おっしゃるとおり、

区などからのご要望によりまして本市のほう

で検討させていただいて交付させていただい

ているところなんですけれども、今、議員お

ただしのとおり、一定検討することも必要で

あるかとは思いますので、今後、検討の材料

ということで考えていきたいと思います。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今、議題となっております議案第１号

については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第１号 令和５年度橋本市一

般会計補正予算（第２号）について を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議ありませんので、

本案は原案のとおり可決されました。 

 この際、11時15分まで休憩いたします。 

（午前11時１分 休憩） 

                     

（午前11時15分 再開） 

○議長（森下伸吾君）休憩前に引き続き、会
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議を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

                     

日程第４ 議案第２号 令和５年度橋本市

土地区画整理事業特別会計補正

予算（第１号）について 

○議長（森下伸吾君）日程第４ 議案第２号 

令和５年度橋本市土地区画整理事業特別会計

補正予算（第１号）について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今、議題となっております議案第２号

については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議ありませんので、

委員会の付託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより、議案第２号 令和５年度橋本市

土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議ありませんので、

本案は原案のとおり可決されました。 

                     

日程第５ 議案第３号 令和５年度橋本市

工業団地造成事業特別会計補正

予算（第１号）について 

○議長（森下伸吾君）日程第５ 議案第３号 

令和５年度橋本市工業団地造成事業特別会計

補正予算（第１号）について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ５番 阪本君。 

○５番（阪本久代君）８ページの工事請負費

なんですけれども、今回のは法面崩壊への対

策工事のための工事費ということは分かって

いるんですけれども、一番、工業団地の場合

に心配するのは、いろいろ対策が必要なこと

が起こって、追加追加になってきているので、

結局は市民の負担にならないかなというのが

一番の心配なんです。それとともに、今回６

月２日の大雨の影響で、あちらこちらで被害

が起こっているんですけれども、工業団地に

おいては実際にどうだったのか、それが一番

気になるところです。その辺の説明というか、

お願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、６月２

日の豪雨による影響ですが、今回の予算には、

そこの補修等については予算が含まれており

ません。その中で、現場においては、約とい

うんですか、19箇所のところで土砂崩れ等が

起こって、今後対応していく必要があるとい

うふうに考えています。現在、それぞれの場

所について、費用がどれぐらい要るのか積算

している段階でありますが、その工事等、修

復する際に財源をどのようにするのかも含め

て今後財政部局と調整をしていきたいと、そ

んなように考えています。 

 議員がおただしのある、以前よりご指摘い
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ただいています市民の負担がないようにとい

うところについては、できるだけ私たちもそ

んなふうに財政と協議をしていきたいと、そ

んなふうに考えていますのでご理解ください。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今、議題となっております議案第３号

については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第３号 令和５年度橋本市工

業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）

について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議ありませんので、

本案は原案のとおり可決されました。 

                     

日程第６ 議案第４号 令和５年度橋本市

水道事業会計補正予算（第１号）

について 

○議長（森下伸吾君）日程第６ 議案第４号 

令和５年度橋本市水道事業会計補正予算（第

１号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今、議題となっております議案第４号

については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議ありませんので、

委員会の付託を省略することに決しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより、議案第４号 令和５年度橋本市

水道事業会計補正予算（第１号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

日程第７ 議案第５号 令和５年度橋本市

下水道事業会計補正予算（第１

号）について 

○議長（森下伸吾君）日程第７ 議案第５号 

令和５年度橋本市下水道事業会計補正予算

（第１号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 
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 お諮りいたします。 

 ただ今、議題となっております議案第５号

については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより、議案第５号 令和５年度橋本市

下水道事業会計補正予算（第１号）について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議ありませんので、

本案は原案のとおり可決されました。 

                     

日程第８ 議案第６号 令和５年度橋本市

病院事業会計補正予算（第１号）

について 

○議長（森下伸吾君）日程第８ 議案第６号 

令和５年度橋本市病院事業会計補正予算（第

１号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）説明書を見たらレスト

ランとかと書いてあるんですけれども、コロ

ナでお客さんがすごい減ってきたと。実際に、

レストランにしろ売店にしろ、それこそＡＴ

Ｍの手数料にしろ、恐らく激減、先さんはか

なり売上げも悪かったというふうに考えてお

るんですけれども、今回これ、補正で計上さ

れたということは、その辺りについても何ら

かの手だてを考えておられるのか。お客さん

が入りやすいようにとか、極論、家賃を下げ

るとか、そういったところも全て考えられて

の補正が上がってきたというふうに解釈して

よろしいですか。 

○議長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）ただ今のお

ただしにお答えさせていただきます。 

 このコロナ禍３年間で当院でレストラン経

営していただいている事業者におかれまして

は、かなり大変な経営状況の中、何とかご協

力を頂いていたところでございます。その中

で、病院といたしましても可能な限り協力さ

せていただければというところで、使用料に

つきましては減免措置を取らさせていただい

ておりました。一昨年からだったと思います。

あとそれと、電気代に関しましても減免のほ

うをさせていただいておりました。ガス代と

水道代に関しましては実費ということで、そ

ちらのほうは徴収させていただいていたとこ

ろでございます。 

 ただ、今回、業務委託というふうな形で予

算計上させていただいているところではある

んですけども、３月まで頑張って何とかやっ

ていただいていたところなんですけども、人

件費、あとそれと物価等の高騰により、なか

なかレストラン経営のほう、継続してやって

いくというのが厳しいというふうなお話もご

ざいましたので、そういったところで今回業

務委託ということで、病院のほうでレストラ

ンのほうを予算化させていただいて、そちら

のほうを業務委託というふうな形でさせてい

ただいております。 

 直接雇用というふうな考え方もあったんで

すけども、やはり安定して料理のほうを提供
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できるような形にしていくということで、そ

ういった形で今回業務委託というふうな形を

取らさせていただいております。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 14番 南出君。 

○14番（南出昌彦君）私は資本的支出のとこ

ろなんですけれども、医療機器の購入費用と

いうことで8,261万5,000円計上されているん

ですけども、これ、厳しい病院経営というこ

とでご尽力いただいて、本当にご苦労さんで

す。病院スタッフの方によく聞くんですけど

も、医療機器をよく更新されるよというふう

な形でお話も聞くわけなんですけども、今回

のこの医療機器、何を購入されるのか。 

 それと、購入する理由というか、また目的

というか。そしてまた、購入されるにあたっ

て、どういう医療に関しての期待なり効果な

りってあるのか。その辺、答弁お願いします。 

○議長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）まず今回、

建設改良費ということで費用のほう計上させ

ていただいてあるんですけども、何かという

ふうなご指摘の部分なんですけども、まず血

小板の凝集測定装置、あと血液ガス分析装置、

歯科用の診療ユニット、診療ベッドになりま

す。あとそれとポータブルの撮影装置、過酸

化水素ガス、プラズマ滅菌装置、それと５階

の特別浴槽、電子カルテ端末の予備機、健診

センターのシステム、大型の洗浄機、内容に

ついては以上となります。 

 目的に関してですけども、更新のものもご

ざいまして、ほとんどが更新のものになるん

ですけども、病院のほうも移転してから18年

ほどが経過しているところでございます。こ

れまで順次更新のほうを進めさせていただい

ているところですが、ただ、基本的にはでき

るだけ故障するまでというふうなところは考

えておるんですけども、いかんせん患者さん

への対応もございますので、完全に壊れてし

まってからでは診療が止まってしまいますの

で、ある程度、耐用年数等も見た中で、使用

状況も見た中で、その辺のほうは各診療科の

ほうと協議を進めさせていただきながらさせ

ていただいております。ただ、年度当初にお

きましては、基本的に7,000万円、それと大型

の医療機器の部分については、別枠で今回上

げさせていただいているところです。今回こ

ちらのほうに上げさせていただいた部分につ

きましては、２次起債と、それと病院で今回

単費の費用計上というふうな形でさせていた

だいておるところなんですけども、そういっ

たところで現場の医療の質の低下にならない

ような形で、こういった医療機器の更新のほ

うをさせていただいております。 

 効果につきましては、こういったところで

医療の質のほうが安定して市民の皆さま、患

者さまのほうに提供できるというふうなとこ

ろが期待できるところかというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）１点だけ、細かいこと

言うてすいません。医師派遣手数料というの

は何ですかね。何人ぐらい、幾らかかって、

何人ご紹介いただけるんかとか何年ぐらい勤

めてくれるんやろうとか、約束事とか教えて

ください。 

○議長（森下伸吾君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）今回の医師

派遣手数料につきましては、この４月から呼

吸器外科の医師が２名、常勤医師として入職

されております。今回派遣手数料という形で

計上させていただいている費用につきまして

は、手術のときに応援で来ていただく先生の

派遣手数料というふうな形で、１名分でござ
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います。週１回来ていただいていたかという

ふうに思いますので、週１回１名の費用とな

っております。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今、議題となっております議案第６号

については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより、議案第６号 令和５年度橋本市

病院事業会計補正予算（第１号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

日程第９ 議案第８号 市道路線の認定に

ついて 

○議長（森下伸吾君）日程第９ 議案第８号 

市道路線の認定について を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑ありませんので、

質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第８号に

ついては、文教厚生建設委員会に付託いたし

ます。 

                     

日程第10 議案第９号 字の区域の変更に

ついて 

○議長（森下伸吾君）日程第10 議案第９号 

字の区域の変更について を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑がありませんので、

質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第９号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより、議案第９号 字の区域の変更に

ついて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 
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日程第11 議案第10号 伊都郡町村及び橋

本市老人福祉施設事務組合規約

の変更について 

○議長（森下伸吾君）日程第11 議案第10号 

伊都郡町村及び橋本市老人福祉施設事務組合

規約の変更について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ５番 阪本君。 

○５番（阪本久代君）参考資料の７ページを

見ますと、第４章、組合の経費の支弁方法、

第12条の２のところが改正前と改正後で少し

変わっています。書き方も変わっているので、

この辺の説明、また経過、なぜこういうふう

になったのかということについての説明をお

願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）まず、国城寮

からの説明ということでご理解いただきたい

と思います。まず分担金のほうの経費につい

てですけれども、当初、分担金は事務費負担

金ということで、事務費負担金というのは職

員の児童手当に係る分です。児童手当につき

ましては、構成する市町に交付されますので、

それをもって市町のほうから組合のほうへ渡

す事務費負担金のみ記載されていました。特

別養護老人施設の増築時の起債償還に係る分

担金は構成市町が負担することになっており、

その案分方法については、これまで本来であ

れば規約に載せるべきところでありましたが、

改正することなく、構成する市町の首長によ

る申合せにより、これまで、これと同じよう

に基準財政需要額２分の１、それから人口割

２分の１で案分することを決定し、当該の起

債償還後も施設整備基金分担金として同様の

取扱いでご負担いただくということで現在に

至っております。 

 本来、組合の経費及び支弁方法につきまし

ては組合規約で定めるのが適切というふうに

なっており、分担金の案分方法について、現

行の事務費分担金のほかに、今回そのほかの

分担金として施設整備の分担金を案分する方

法を明示させていただいたというところでご

ざいます。 

○議長（森下伸吾君）５番 阪本君。 

○５番（阪本久代君）簡単に言えば、今まで

申合せで文章にはなっていなかったものを文

章化したということでよろしいでしょうか。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）そのとおりで

ございます。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ８番 田中君。 

○８番（田中博晃君）ちょっと確認しておき

たいんですけれども、これ、九度山に国城寮

が移った後、橋本市に今ある施設は橋本市に

戻ってくる、言い方おかしいか。橋本市のも

のになるんでしょうか、今の施設は。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）現在の国城寮

につきましては、敷地のほうが橋本市の所有、

それから建物が国城寮の所有となっておりま

す。今回の移転に伴いまして解体工事を行う

わけですけれども、建設関係の一式のところ

に解体費用も含まれておりますので、更地と

して戻ってくることになります。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、これ

をもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第10号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより、議案第10号 伊都郡町村及び橋

本市老人福祉施設事務組合規約の変更につい

て を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

日程第12 議案第11号 令和５年度橋本市

一般会計補正予算（第３号）に

ついて 

○議長（森下伸吾君）日程第12 議案第11号 

令和５年度橋本市一般会計補正予算（第３号）

について を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）それでは、追加提案さ

せていただきました議案についてご説明申し

上げます。 

 議案第11号 令和５年度橋本市一般会計補

正予算（第３号）は、令和５年６月２日に和

歌山県北部に発生した線状降水帯による大雨

で土砂災害等が市内各地で発生し、その復旧

に早急な対応が必要となることから、土砂排

除や応急修繕などの復旧費やそれに係る職員

の時間外勤務手当など、総額３億5,519万

7,000円を予算計上するものでございます。 

 議員各位にはよろしくご審議の上、ご賛同

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（森下伸吾君）市長の説明が終わりま

した。 

 これより質疑を行います。 

 便宜、補正予算説明書により歳出から款別

に行います。 

 補正予算説明書、令和５年度一般会計補正

予算（第３号）の７ページをお開きください。 

 まず、２款総務費、７ページから８ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、２款

を終わります。 

 次に、４款衛生費、７ページから８ページ

まで、質疑ありませんか。 

 ５番 阪本君。 

○５番（阪本久代君）説明によりますと、新

型コロナウイルスワクチン接種による健康被

害が令和３年に発生し、今回国において認定

されたのでという給付金なんですけれども、

この給付金があるということは、橋本市内で

健康被害が発生しているということになると

思うんです。どういうふうな実態なのか、ま

たこれは何人分なのか、ご説明お願いいたし

ます。 

○議長（森下伸吾君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）ただ今のご質

問にお答えします。 

 令和３年度よりワクチン接種が始まりまし

て、ワクチン接種はどうしても副反応という

ものがございます。それによる申請というこ

とで、これまで５件ということで申請が上が

ってきていまして、随時委員会を開きまして、

国のほうへ送っていっているという状況です。

５件のうち、今回のものを含めて３件が認定

されてきております。 

 これまで、令和３年、４年度で１件ずつと

いうことで、それにつきましては治療費等の
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申請ということで、３年度が６万円ほどと、

４年度が12万円ほどということになっていま

す。今回につきましては、令和３年度に、先

ほどもおっしゃっていただきましたように、

接種の後に亡くなられた方がいらっしゃいま

す。そこで、健康被害救済制度の申請が国の

ほうで認められましたので、今回議案として

上程させていただきます。 

 最後になりましたけれども、一番冒頭には

私ども、何よりもまず亡くなられた方とご家

族には心から弔意を表したいと思います。大

切な家族を亡くされた遺族のお悲しみはいか

がばかりかと拝察する次第でございます。 

 答弁以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、４款

を終わります。 

 次に、６款農林水産業費、７款商工費、７

ページから10ページまで、質疑ありませんか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）商工費です。2111、こ

れ、さっきもちょっと触れたんですけど、具

体的にどのような修繕か教えてください。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、やどり

温泉いやしの湯のところについては、大きく

分けて２箇所の修繕が必要でした。一つは今、

議員おただしの８ページのところ、123万

4,000円。続いて、ページで言いますと14ペー

ジ、314万4,000円というところになります。

これについては、市が入っております市有物

件の保険が対象になるかならないかというと

ころで分けさせていただいています。こちら

の123万4,000円については災害の対象外とい

うことで、内容につきましては、やどり温泉

いやしの湯の本館屋上部に設置されています

防水シートの一部破損によって館内に雨漏り

が発生して、大浴場へ移動する廊下の天井部

分と壁面のクロスに染みができているという、

そういった状況を修繕をしたいというような

ところです。 

 あとのところについては、また後ほど質問

いただければお答えさせていただきます。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、６款、

７款を終わります。 

 次に、８款土木費、９款消防費、９ページ

から10ページまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、８款、

９款を終わります。 

 次に、11款災害復旧費、９ページから14ペ

ージまで、質疑ありませんか。 

 ９番 堀内君。 

○９番（堀内和久君）災害復旧費の先ほどの

やどりの分、お願いいたします。 

○議長（森下伸吾君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）こちらについ

ては、同じく６月発生した集中豪雨によって、

やどり温泉いやしの湯の取水用のパイプが土

砂や倒木によって埋もれてしまって、取水困

難な状況となっています。本来、自然給水と

いう形も取りながら運用していたんですが、

自然給水が今現在不可となっておりまして、

補助送水ポンプで取水を行っているという状

況です。 

 今後なんですが、常時発電機を作動させて

おく必要であることとか、同じようにまたこ

ういったことが起こり得る可能性があるとい

うところで、非常に今後の営業に支障を来す

可能性も高いということで、今回予算を計上

させていただいて、緊急的に修繕を行いたい

というところでございます。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 
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 ６番 髙本君。 

○６番（髙本勝次君）12ページなんですけど

も、そこの上のほうの土木建設災害復旧に要

する経費のところで003501のところなんです

けども、今回の災害というのはかなり広い範

囲で相当数出ているんですけども、特に私も

現場、見に行ったところが幾つかあるんです

けども、法面の崩れたところが多いんですよ

ね。法面の崩れたところを幾つか見に行った

んですけども、個人の所有地、私有地という

んですか、そういうところがすごく多いと思

うんですけども、個人で費用を負担するとい

うのはなかなかしんどいところなんですと思

うんですわ。かなり大規模に崩れているとこ

ろね。そういうところで県とか国への補助が

必要でなかったら、それがなかったら、かな

り個人任せでは復旧難しいと思うんですけど

も、その辺どんなふうな対応をされているの

かお聞きしたい。 

○議長（森下伸吾君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）まず、今回の災害

に関しましては、非常に広範囲、特に山側で

土砂崩れ等の災害というのが多くございまし

た。その中で、住家に入った土砂等について

なんですけれども、これ、生活するのに支障

を来すケースがあるということ。それからま

た、その週末、たしか災害が起こった週末に

再度また雨が降る可能性があるというような

予報もございましたので、市の職員で班体制

を組みまして、住家内に入った土砂について

は除去させていただくというような対応を取

ってございます。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）民家の裏山が崩れ

て、民家に危険な状態になるような土砂崩れ

につきましては、災害の事業の名称は手元に

ないんで、詳しくは申し上げられないんです

けど、崖崩れ災害、崖災と言いまして、和歌

山県が事業主体となって、個人の負担金と市

の費用の一部負担でもって行う事業があるよ

うな説明を各個人にしておりまして、今のと

ころ約20件程度が対象となってくるとなって

おります。 

○議長（森下伸吾君）ほかにございませんか。 

 14番 南出君。 

○14番（南出昌彦君）今回の災害ですけども、

特に私も地元で、ため池の堤が非常に崩れと

るというふうなことで、非常に水利施設とし

ても危険がある。また、隣接して市道もあり

ますので、その辺のことを含めて早急な対応

をお願いしたいなというふうに思うんですけ

ども、今後のスケジュール的なもんというん

か、その辺も含めてご説明いただきたいなと

いうふうに思います。 

 また、個々の園の園内道についても、補助

金が適用されるもの、また、されないもの、

あるかと思いますけども、その辺も十分、住

民の方の、園地の所有者の方のご意見を聞い

ていただいて対応していただきたいなという

ふうに思います。ご答弁お願いします。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）まず１点目のため

池の件ですが、今回の豪雨によりまして、市

内のため池３箇所で被害が出ております。今

ご指摘いただいておるのは、ため池の堤の上

部が、市道として利用している山田地内の長

池のことであろうかと思いますが、復旧のめ

どについては、今のところ復旧のめどは立っ

ておりません。一日も早い復旧に向けて、現

在は測量業務の最中でありまして、今後、災

害査定を受けた後に工事発注というような形

になっていこうと思います。 

 それから園内道路についてですが、農業用

施設の農道、関係戸数が２戸以上ある農道が

被災された場合においては、農地・農業用施
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設の災害復旧事業という形の事業の採択にな

りますので、国費が65％、地元負担金が10％、

残りが市の費用というような形で復旧に向け

た事業実施をしていく予定です。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 ７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）１点、ずっと気になっ

ていたんですけども、個別な話はなかなか、

僕らからは災害でこんなんあるよとか言いに

くいというか、いろんな全市的な話なんであ

れなんですけど、これ今現状、取りまとめっ

てどないされとんですかね、その災害の。個々

で個別に行政のほうにわーって言われても、

行政も対応し切れんとは思うんです。我々も

それはちょっと、いろいろ話は聞くけども、

個別には、そういう話は行政のほうに持って

いかんと、どういう経緯でやっていくかとい

うのを今聞いている最中やというのは市民に

もお伝えしているんですけども、これ、取り

まとめは各地域で区長とかにお願いしてやっ

ているんかな。その辺の今現状やっている取

りまとめというのは、どういう形でやってい

るんかお答えください。 

○議長（森下伸吾君）建設部長。 

○建設部長（西前克彦君）今回の豪雨につい

ても、緊急の線状降水帯による豪雨というと

ころもありまして、実際、ここの現場で土砂

崩れが起こっているとか浸水があるというの

は各関係者が直接、道路管理者であったり農

業施設の管理者に連絡が来ているというよう

なところで、調査要望のところも、公共土木

施設については430件、農業用施設を合わせる

と700件を超えとるというような状況の中で、

区によっては区で取りまとめて持ってきてい

ただけるところもありますが、関係する住民

が直接言われているというようなケースが多

くて、それに対応しとるというのが現状でご

ざいます。 

○議長（森下伸吾君）７番 岡君。 

○７番（岡 弘悟君）それであれば、個別の

対応で話をしていかなあかんというんであれ

ば、我々聞いている部分もお伝えに行かなあ

かんのですよ。何でかというと、対応に対し

て、僕らは、今、市に対しては大変、人員も

足りておりませんのでちょっとお待ちくださ

いというお答えしか返してない中で、市民か

らしたら、もう我々にお伝えしているから行

政のほうには伝わっているんやというふうに

思われている方も実際おられるわけで、それ

やったら、我々が聞いた話も直接担当課に言

ったらええという話になってくるんで、そう

なってきたら収拾つかなくなりませんか。大

丈夫なんですか。僕、そこを心配しとる。人

員が足らんという話の中で、個別の対応があ

って、ほかの対応もあってといったら、てん

やわんやになると思うんやけど、その辺は、

僕も何人かお聞きしているんですけど、それ

はまだお伝えはできてないんですよ。それ、

何でかというと、行政が順番にちゃんと話を

してくれると思いますというて話を止めてい

るんで、その辺は、僕らも困っとるんです。

どう対応させてもうたらいいんかな。 

○議長（森下伸吾君）暫時休憩いたします。 

（午前11時52分 休憩） 

                     

（午前11時55分 再開） 

○議長（森下伸吾君）それでは、再開をいた

します。 

 答弁を求めます。 

 危機管理監。 

○危機管理監（廣畑 浩君）情報の取扱いに

つきまして、いろいろご心労をかけておりま

す点につきまして、おわび申し上げたいと思

います。以前から自治会であったりとか区長、

そういったところで取りまとめを頂いて、特
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に農林関係ですと、そういったところのルー

トがございました。道路に関しましても、自

治会を通じてというような扱いが多くされて

きておりました。今現在でもそういった形で

できればお願いしたいと思っておりますけれ

ども、個々に情報を頂いた場合でありまして

も、こちらで取りまとめをしまして、重複が

ないような形で個々に対応させていただくと、

そういう形を今現在取らせていただいており

ます。 

 先週まででしたら相談コーナーというのを

設置しておりまして、個々のお話にもいろん

な形でお受けしておりますので、最終的にこ

ちらで取りまとめを今現在させていただいて

おる状況でございますので、最終的な被害の

状況でありました件数であるとか対応に関し

まして、まだいずれ議会の議員の方々にもお

伝えしたいというふうに考えておりますので、

よろしくお願いしたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

 15番 辻本君。 

○15番（辻本 勉君）岡議員の質問と若干ダ

ブるんですけども、災害、僕らも相談を受け

るんですけども、これは基本的には区、自治

会が取りまとめして行政に報告するのが僕、

いいんではないかなと思っとるんです。僕も

相談を受けて現場へ行きますけども、行った

ときには聞きますけども、自治会を通じて市

へ上げてよという話はしています。それのほ

うがスムーズにいくのではないかなと思って

いますので、あまり個別に行くとごちゃごち

ゃなってもかなわんので、それは僕はやって

います。 

 それと、６月11日に一定の報告を頂いたん

ですけども、床上浸水２、床下８とか、道路

の問題、農地の問題、山林、ため池、河川と

いうのはだいたいの数字を僕も聞いているん

ですけども、一定、もう日が大分たちました

ので、取りあえずはだいたい全容というか、

ほぼ集約はされとるんではないかと思うんで、

その辺の数字だけは私らもやっぱり把握して

おきたいんで、ちょっと報告いただけたらあ

りがたいかなと思っております。 

○議長（森下伸吾君）危機管理監。 

○危機管理監（廣畑 浩君）この議会の開催

に際しまして、当初、市長から開会のごあい

さつがございました。その中でも一定の数字

を報告させていただいたかと思っております。

床上浸水が２件、床下が８件、それから市道

関係で46件、河川18件、橋梁１件、崖崩れ110

件、農地関係で154件、ため池２件、水路66

件、農道里道関係で30件等というふうな数字

を申し上げております。この辺につきまして

も、少しずつ数字が変わってきておりますの

で、今月末頃をめどに集約したものを再度、

議員の方々にもお知らせしたいなということ

で、現在集約をしておるところでございます

ので、もうしばらくお時間頂きたいなという

ふうに考えております。 

○議長（森下伸吾君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、歳出

を終わります。 

 引き続き、歳入に入ります。 

 ５ページをお開きください。 

 歳入全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ありませんので、歳入

を終わります。 

 それでは、歳入歳出全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）質疑ありませんので、

これをもって質疑を終結いたします。 
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 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第11号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、委員会の付託を省略することに決しまし

た。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）討論がありませんので、

討論を終結いたします。 

 これより議案第11号 令和５年度橋本市一

般会計補正予算（第３号）について を採決

いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

○議長（森下伸吾君）以上で本日の日程は終

わりました。 

 お諮りいたします。 

 明６月20日から22日までの３日間は、委員

会審査等のため休会とし、６月23日午前９時

30分から会議を開くことにしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森下伸吾君）ご異議がありませんの

で、そのように決しました。 

 本日は、これにて散会をいたします。 

 お疲れさまでした。 

（午後０時00分 散会） 
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